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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、盲ろう者・聴覚障害者の歌唱支援のための触覚フィードバックによる音声
ピッチ呈示システムを用いた訓練方法の確立とその機序の解明を目的とした。本システムによる評価の結果、メロディ
変化の大きさによる歌唱の正確性の違いは観察されなかった。本システムで訓練をおこなうことで、喉頭筋群の制御（
固有感覚）と音程との対応が再度構築されることが示された。また、歌唱の正確性のデータを指標として訓練する方法
が確立された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was establishment of training method and elucidation of 
the mechanism of voice pitch control using tactile feedback to assist singing of deaf-blind or hearing 
impaired persons. The results of the evaluation of our system, differences in accuracy of singing by the 
size of the melody change were not observed. It was indicated that the deafblind users regained the 
correspondence between pitch control and proprioceptive feedback of laryngeal muscles by the training 
using our system. Training method using data of the accuracy of singing as an indicator was also 
established.

研究分野：福祉工学
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１．研究開始当初の背景
自らが発声した音声を知覚することので
きない盲ろう者・聴覚障害者は、当然ながら
その音声ピッチを知覚することができない
ので、ある程度の音程の正確性を持って歌唱
することが非常に難しい。また、視覚を用い
ることのできない盲ろう者向けの触覚デバ
イスを用いた音声ピッチ呈示方法が提供さ
れていない状況にあった。そこで
研究代表者らは、
音声ピッチを制御できるシステムを開発し、
その有効性を確認した。しかし、
を用いた訓練方法
触覚フィードバックによる音声ピッチ制御
の機序
な訓練の効果の検証ができない状況であっ
た。 

 
２．研究の目的
そこで、
確立と、
ッチ制御の機序の解明
た。 
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とした。また、訓練効果を確認するための指
標を得るために様々な音声ピッチの変化を
含んだメロディによる評価
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明についても検討することとした。
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感覚等の固有感覚フィードバックのみで発
声する課題をおこなった
ドフォンでノイズを付加した状態で，触覚デ
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音階位置が一致するように発声する
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った直後に
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課題を繰り返したのは
を用いた触覚フィードバックの訓練が
目の（１）の固有感覚フィードバックのみに
よる課題にどのような影響を及ぼすのかを
調べるためである
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唱）とメロディ変化が継時的でない曲
（チューリップ）で歌唱の正確性を評価
したところ、大きな違いはなかったが、
その要因が喉頭筋群の制御に起因する
固有感覚フィードバックであることが
確認された。

 本システムを用いて音声ピッチ制御の
訓練をおこなうことにより、失われた喉
頭筋群の制御（固有感覚）と音程との対
応が再度構築されるという機序により、
非継時的なメロディの曲であってもピ
ッチの正確性が低下しないことがわか
った。
以上のことから、固有感覚フィードバック
により筋感覚と音程との対応を強化し、その
能力を評価する訓練方法が重要であること
が明らかとなった。
本研究の結果、このように触覚フィードバ
ックによる音声ピッチ制御の機序が明らか
になり、その機序に基づく歌唱の正確性のデ
ータを指標として訓練する方法が確立され
た。 
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（チューリップ）で歌唱の正確性を評価
したところ、大きな違いはなかったが、
その要因が喉頭筋群の制御に起因する
固有感覚フィードバックであることが

本システムを用いて音声ピッチ制御の
訓練をおこなうことにより、失われた喉
頭筋群の制御（固有感覚）と音程との対
応が再度構築されるという機序により、
非継時的なメロディの曲であってもピ
ッチの正確性が低下しないことがわか

以上のことから、固有感覚フィードバック
により筋感覚と音程との対応を強化し、その
能力を評価する訓練方法が重要であること

本研究の結果、このように触覚フィードバ
ックによる音声ピッチ制御の機序が明らか
になり、その機序に基づく歌唱の正確性のデ
ータを指標として訓練する方法が確立され
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